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編 集 後 記

8月4日 阪大の楠隆光教授が急逝せられた.誠 に青天に蘇麗のことである。同6日 西宮市夙川

の東キ リス ト教会においてしめやかに密葬が行なわれ,続 いて9月2日 京都ホテルで関西地方会

主催の下に追悼の地方会が行なわれた,相 会するもの堂に満ち約130名,遺 影に黙蕎を捧げて故

教授を偲んだ,ま た9月12日 には阪大医学部葬が松下講堂で挙行され,阪 大学長を始め泌尿器科

学会よりは高安理亨長の弔辞があり,金 国各地 より多数の参列者があり一般献花の下追憶 も新た

に終了した.

先 生は申す迄もなく関西地方会今日の隆昌には特筆すべき功労者で,同 地方会,阪 大は申すに

およぼずその御逝去は日本の一大損失であり,正 に巨星地に落つの感あ り,惜 別の情禁じ得ず,

ここに御生前の学者 としての超人的な御研鎖に対して衷心より敬意を表し,併 せて御逝去に深い

哀悼の意を表します.

次 ぎに精子形成について御造詣の深い安澄教授より``極微の世界"と いう玉稿を頂戴 したので

巻頭を飾らして戴いた,

購 読 要 項

1,発 行は毎月(年12回)と し,年 問購読者を以て会員とする.

2.会 員は年間予約購読料金1,500円 を前納する.1冊 料金150円,払 込みは振替口座番号

京都4ア72番 泌尿器科紀要編集部,或 は第一銀行百万遍支店宛.

3.入 会申込みは氏名(フ リガナ),住 所(雑 誌郵送先),勤 務先,職 地位,自 宅開業の別,

送金方法を御記入の上編集部宛.1

投 稿 内 規

1.原 稿の種類は綜説,原 著,臨 床報告,そ の他.寄 稿者は会員に限る.

2.原 稿の長さは制限しないが簡潔にする.

3.原 稿は横書さ,当 用難字,平 仮名,新 仮名使いを用い,片 仮名には括孤を要 しない.400

字詰原稿用紙を用いること。附表,附 図はなるべ く欧文にすること.

4.文 献 の書式は次の如 くする.、著者名=誌 名,巻 数:頁 数,年 次.
例.1)中 野=泌 尿紀要,1:110,昭30.2)Lazarus,J,A.:J。Uro1リ45=527,1941.

5,欧 文抄録を記し,之 には欧文の標題,所 属機関名,ロ ーマ字著者名を附け,な るべ くタイ

プライターを用いること,希 望の場合は当編集部にて醗訳する.抄 録用の原稿を送ること.蘇 訳

の実費は申受ける.

6.掲 載料の著者負担は4頁 迄毎頁600円,そ れ以上の頁,ア ート頁,図 表,写 真,欧 交組版

等は実費を申受ける.別 冊20部 を無料贈呈,そ れ以上は実費を徴収する.予 め希望部数を申込む

こと.特 別掲載 も考慮する.

7.校 正は初校のみ著者校正とし,再 校以降は編集部が行う.

8.原 稿送 り先は京都市左京区聖護院 京都大学病院 泌尿器科紀要編集部宛,書 留便.
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